
岡崎盲学校いじめ防止の取組評価について（報告） 

                                                 

１ 取組内容と方法  

（１）学校教育計画の重点目標に、「いじめをしない・見逃さない校内環境の醸成及び、いじめや不登校の

ない学校作りに努める。」といじめに関する取組目標をたて、実施する。 

  ・「いじめ不登校等対策委員会」を設置し、事案の解明と解決に向けての主導的な立場をとる。 

  ・委員会を中心に、情報の伝達・共有を迅速に適切に行えるよう意識的に対応する。 

（２）学級ごとに、いじめ防止の観点で取組目標を設定し、実施する。学級経営案にも明記する。 

   未然防止、早期対応、情報共有を日頃から意識的に実践する。 

（３）生活アンケートを年間で３回実施し、児童生徒の状態の把握に努め、必要に応じて指導に反映でき

るようにする。 

  ・原則として「小学部」「中学部」「高等部普通科」「高等部保健理療科、専攻科理療科」の４種類のア

ンケートで行い幼稚部及び各部の重複障害学級は幼児児童生徒の実態を踏まえて行う。 

  ・アンケートの記載内容については、必要に応じて適切な対応を行う。 

                                        

２ 取組評価の方法 

（１）生活アンケートの集計や記載内容から評価をする。 

  ・計上される数や記載内容から、全体の傾向を読み取り、文章表記で表す。 

（２）学級ごとの取組目標に対する反省をもとに評価をする。 

  ・学級経営案の記載事項や担任に対する聴取から、学部の傾向や全校の傾向を考察し、文章表記で表

す。 

（３）職員対象アンケートの集計や記載内容から評価をする。 

  ・記載内容から取組に対する理解度や満足度を考察し、文章表記で表す。 

 

３ 評価 

（１）生活アンケートから（別紙１参照） 

  【小学部】 

   学校内では特に問題は見られないが、施設から通う児童から施設内で起きた出来事の報告があっ 

た。しかし、悪口、暴力等の報告がある一方で、同じ児童同士が一緒になって遊んだり活動したりす 

る関係性でもある。交友関係の狭さによるところがあるが、怪我に繋がる可能性もあるため、引き続 

き少しの変化にも注視していただくよう施設関係職員に促し連携をとって指導していく。 

  【中学部】 

   学校生活に対するやりがいや楽しみというところで、やや低い数字が見受けられた。小学部から中 

学部にあがり、まだまだ幼さが残る中で生活の変化に対応できないことがあると考えられる。心身共 

に今後の成長を見守りたい。 

 【高等部】  

アンケートの回答で気になった点については担任を通じて確認をしたが、いじめや大きな問題につ 

ながる点はなかった。責任感を感じる場面では、生徒会活動や係活動の場面が多く挙がった。悩みが 

ある生徒は少数いたが、先生や周りの人に相談することができ、一人で抱え込んでいる様子は見受け 



られなかった。今後もアンケートで挙がった点は担任を通して確認するとともに、アンケートで挙が 

らない点についても日常生活の様子を観察して把握できるようにしたい。 

【保専】 

全体をとおして、いじめにつながる行動や言動はみられなかった。学習があまり身についていない 

  と感じた生徒については、課題や補習を行った。また悩みを相談できる人がいないと回答した生徒に 

ついては、担任と生徒指導部担当者が連携を取りながら聞き取りを行い、生徒がいつでも気軽に相談 

できるような環境づくりを進めた。 

    

（２）学級の取組評価から（別紙２参照） 

   「相手の気持ちを考える」「良好なコミュニケーション」「思いやりの気持ち」などをキーワードと

し、発達段階に応じて目標を設定し取り組まれた。不適切な場面ではその場で適切な対応について児

童生徒と共に考えたり、話し合いを設けたりすることができた。また、「道徳」や「ホームルーム」の

時間を使って、相手の気持ちを考えることや適切な行動についてシミュレーションを行うなどの取組

ができた。自分の言葉で表現することが難しい児童生徒については、担任と保護者で連絡を取り合う

ことで生徒の変調に気づくことができた。 

 

（３）職員アンケートから（別紙３参照） 

  ・いじめ防止の観点から、『児童生徒の様子は特に問題ない』とする回答がほとんどであった。 しか

し、いじめにはなっていないが、友達を傷つけるような発言等の芽を感じた際には、そのタイミング

を逃さず話したり、一緒に考えたりした。また、職員間での必要な情報交換が大切であるという意見

が出た。 

  ・生活アンケートについては、設問内容や実施時期・方法について『現行でよい・特になし』が大半 

であった。また、同じパターンの質問を年３回実施することで本人の変化を把握でることや、無記名 

でのアンケートに答える経験も意義があり、素直に回答している児童の気持ちを把握しやすいなどの 

意見が述べられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


